
中学校国語科における〈古典〉学習の可能性

-2012年度から2014年度までの実践を振り返って一

井上泰

学習指導要領に「［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］」が設けられて以降，〈古典〉学習

をめぐって様々な議論がなされ実践が報告されている。それらの多くは，〈古典〉をアプリオリに価値が

あるものとし， 日本の伝統文化を“教える”ために〈古典〉教育を行うべきだと考えているように思わ

れる。しかし， 〈古典〉とはその時代に生きる人々が意味を見出すからこそ〈古典〉として生き続ける。

そのように考えた場合，〈古典〉にアプリオリに価値を認めて，〈古典〉学習を構想するのは妥当でない。

では，中学校国語科においてどのように〈古典〉学習を考えていくことができるのか。 3年間の実践を

振り返りつつ，〈古典〉学習の可能性について考えてきたい。

1 . はじめに

中学校国語科において〈古典〉学習は， どう在ること

ができるのか一この間いを本論の中心に据えるのは，学

習指導要領に「［伝統的な言語文化と国語の特質に関

する事項〕」が設けられて以降，〈古典〉学習をめぐる

様々な議論や実践が報告されるなかで，それらの多くに

疑問を感じているからである。その疑間とは，何のため

に〈古典〉を扱うのかということである。管見の限りに

おいて，多くの議論や実践が，〈古典〉をアプリオリに

価値があるものとし， 日本の伝統文化を“教える”ため

に〈古典〉教育を行うべきだと考えているように思われ

る。しかしながら，いうまでもなく古典はカノンではな

ぃ1。小峯和明氏は，「古典とは常に発見と復活，蘇生を

くり返す，それ自体，ひとつの運動体のようなもの」 2

と述べているが，稿者はその〈古典〉観に賛成である。

さて，このように〈古典〉を考えるならば，〈古典〉を

伝統文化を“教える”ものとして扱うのは適切でない。

益田勝実氏は，「それが古典でありうるかどうかは，現

代に生きるわたしたちが，それをどのような形で必要と

するかの間題であり，たんに古いから古典なのではない。

そういうふうに〈古典概念〉をはっきりさせていくと，

古典を用いての教育は，古典の字句の教育にとどまって

はならず，現代人としてそこからなにを汲み上げるか，

ということを先に立てたものでなければならないこと

が，明確になって来るであろう。」（傍線は引用者）と述

べている。「現代に生きる」学習者が〈古典〉から「な

にを汲み上げるか」。それをナショナリズムの観点から

ではなく，学習者の側から考え，学習者の〈生〉と関わ

るものとして〈古典〉学習を準備していくことが必要だ

ろう。以上が稿者の近年の〈古典〉学習についての主な

疑間や考えである Jo

ただし，議論や実践のなかには疑間を感じるものばか

りではない。例えば，高校での〈古典〉学習への提言で

はあるが，岡田真由氏は，「高校の入口から出口までの 3

年間で生徒達が出会う教材をしつかりと選び， どの時期

に， どういった『間い』をめぐる場を設定していくかが

重要になってくるだろう。」と述べ，『竹取物語』の実践

を報告している 4。また，信木伸一氏，渡辺春美氏，冨

安慎吾氏は，学習者の関心のある問題を調査から明らか

にし，また〈古典〉テキストの開く間題領域を分析した

上で，学習者の関心のある間題とテキストの開く問題領

域との接点を考えた単元を提案している円。いずれも，

学習者の認識世界と〈古典〉テキストの「問い」・「間題

領域」とがどのような接点をもつのかということを〈古

典〉学習構想の出発点としている C

さて，稿者も学習者と〈古典〉との接点を考えて， 2012

年度中学 l年生， 2013年度中学 2年生， 2014年度中学 3

年生の 3年間，〈古典〉学習を行ってきた。実際には思

うようにいかなかった点もある。そうした反省も含めて

3年間の実践を振り返りつつ，中学校国語科における古

典学習はどう在ることができるのかを考えていきたい。

2. 2 0 1 2年度の実践を振り返る

2012年度は，中学 1年生の国語を週 3時間担当した。

中学 1年生ということで，読みの構えを育成することを

目標として，年間の授業を行っfこ読みの構えとは，テ

キストを読解した後で，テキストの「問いかけ」を引き

受けつつ，テキストの問いに対する答えである「呼びか

けJと対話して， 自己の認識を深化拡充していくという

態度のことである。〈古典〉学習もその目標のもと構想

した。

（単元のねらい）

学習者と〈古典〉とのよりよい出会いをめざして単元

を構想した。ここでの「〈古典〉との出会い」というの
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